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駅西口周辺エリア活性化計画（案） 住民説明会 
【質疑応答記録】 

 
日時：令和 2 年 1 月 17 日（金）18：30～19：35 
会場：芸術文化ホール 活動室 
参加者：35 名 

 
 
 

＜質疑応答＞ 

 今回の活性化計画（案）では、いくつかの未利用市有地の有効活用が示されているが、2023
年のボールパーク開業に向けて緊急性がある場所とそうではない場所があると思います。具
体的に計画の着手において、時間差の想定はしていますか。 
➡ 駅前はシャトルバス輸送の拠点を想定しているので、2023 年の開業まで輸送に耐えら

れる機能整備を行っていく予定です。また、それ以外の市有地については、民間事業者
の事業計画にも左右されますが、開業以降での整備も想定しております。 

 
 福祉センター跡地前に住んでいるが、跡地の今後の活用方法が気になります。具体的に活性

化計画を進めていく上で、きめ細かな住民の意見を聞く場を多く設けていただきたいと思い
ます。 
➡ 大前提として都市計画法上で建築できるものとできないものは決まっております。その

中で市有地を活用して新たに建設する場合、どのような景観への影響等が出てくるのか
は周辺住民への個別説明が必要と思っております。土地の有効活用を図っていく上で、
事業者から都市計画法上、建設可能な範囲での提案が挙がってくると思いますので、そ
の中で、可能なものをお話ししていきたいと考えております。 

 
 福祉センター跡地で最大でどのくらいの高さの建物が建設できるのですか。 

➡ 福祉センター跡地の用途地域は商業地域となっております。建蔽率 80%、容積率 400%
となっており、周辺マンションと同じ高さの建物が建設できるイメージです。 
どのような提案がきて、どのような建物ができるかに関しては、地域の方々へご説明さ
せていただく必要があると思っております。事業者側の採算性を持った提案と周辺に住
んでいる方の日照や景観の折り合いも今後のお話しですので、現状、そのような用途地
域であることをご理解ください。 
 

 臨時駐車場や北広公園の用途地域はどのようになっていますか。 
➡ 臨時駐車場の用途地域は第一種住居地域、北広公園は、第一種低層住居専用地域となっ

ております。 
 
 

 参加者からの質問・意見    ➡  北広島市回答 
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 今後は駅前周辺の用途を変更することも視野にありますか。 

➡ 臨時駐車場の市有地は平成 27 年に建蔽率 60%、容積率 200%へ引き上げており、現状
の用途で何ができるかを考えてもらいたいです。また、隣接する北広公園の土地につい
て、公園として指定されているので、公園以外の目的に変えていくことは、それなりの
手続きもあり、今後、提案を受ける段階で土地の利用が地域に有効かどうかを判断した
上で進めていく必要があると考えております。 

 
 プロポーザルの際は、現状の用途条件で提案を受けるのですか。 

➡ 現段階では、用途を変えて提案を受付ける考えではございません。 
 
 2023 年までに駅前ロータリー部分にシャトルバスの発着場を優先して整備を進めるとのこ

とですが、箱ものを整備するのか、面的な整備を行うのでしょうか。仙台駅前のような上は
人が歩行できて、下は車両が通るようなイメージでしょうか。 
➡ 現時点では、条件設定は行っておらず、シャトルバス、既存路線バス、タクシーの交通

を住み分ける体系を形成し、それに加えて周辺の民有地を含めた提案も出てくることが
想定されますので、提案内容を見定めながら検討していく必要があると考えておりま
す。 

 
 駅前整備はボールパーク内にできる施設とリンクしてくると思いますが、現状、ボールパー

ク内にどのような商業施設ができるか現段階では情報が少ないと感じます。 
➡ ボールパーク内のスタジアム以外の商業施設等の機能について具体的な発表の時期に近

づいていると想定しております。駅前ロータリー以外の周辺部分については、交通体系
を維持しながら、周辺民間ビル地権者の意向を踏まえて、数年かけて検討してく必要が
あると考えております。しかし、今回の民間事業者からの提案については、そういった
時間軸を抜きにしてこのエリアでどのような絵が描けるか民間事業者側も考えておりま
すので、その提案を受けながら生活路線のバス、タクシー、送迎の自家用車に影響が出
ないことを最優先に検討を進めて参ります。 
 

 新駅ができたら直接ボールパークエリアに入れるので、まちの周遊に繋がらないのではない
かと懸念しています。まちの活性化に繋がるような計画にしていただきたいと思います。ま
た、若い人が住んでもらえるような街並みや安心して暮らせる子育て環境の整備を行ってほ
しいと思います。 
➡ ボールパーク、新駅が完成することでまちづくりも完成するとは考えておらず、JR 北

広島駅周辺は北広島の顔となるエリアと考えております。今回のボールパーク建設を契
機に民間事業者からも北広島駅周辺エリアは魅力の高い場所と捉えていただいておりま
すので、この機会を上手く利用して未利用市有地を含むエリア一帯を活性化させていき
たいというのが市の考えであります。 
また、子育てに優しいまちづくりということで、若い世代が定住したいと思えるような
まちづくりを引き続き進めて参りたいと思います。 



3 
 

 
 現状の北広島市は宿泊施設が足りなく、特にビジネスホテルは全くないので、今後、利用客

も見込めることから是非とも臨時駐車場の土地に誘致してほしいと思います。 
また、札幌市と新千歳空港の間という好立地にあり、様々なスポーツ施設もあることから、
スポーツ合宿の誘致も合わせて行っていただきたいと思います。 
➡ 過去、駅東口周辺のまちづくりにおいて、宿泊施設の需要等はあまりありませんでした

が、刻々とまちづくりが変わってきている中で、石狩市や江別市においても駅前にビジ
ネスホテルができておりますが、単体だけで成立するのか、子育て機能等を盛り込んだ
複合施設が良いのか、建蔽率と容積率からも非常に使い勝手の良いエリアですので、そ
ういった視点も踏まえながら色々な提案を受けていきたいと思います。数年前の宿泊施
設の需要と民間事業者の考えはあきらかに変わっていると実感しております。 
 

 総論の段階では異論は少ないと思いますが、検討が各論に移れば、さまざまな意見が出され
ると思いますので、丁寧な意見の吸い上げをお願いします。 
また、日本に 12 球団しかないうちの 1 つが自分たちのまちにくるということは滅多にない
機会なので、該当する地区だけではなく全市的な説明会を開催して機運醸成を図ってほしい
と思います。 
➡ 今後、世代の入れ替わりの中で、若い世代が一定程度の需要を満たせるエリアづくりが

必要であり、実際に各論に移っていくと商業者等の考えもありますので、地域への説明
をしっかりと行っていきたいと思います。 
大曲に大型商業施設があり、多くの方が訪れておりますが、そこで完結してしまい上手
く周遊に繋がっていないのが現状でありますので、今回の件については東部・団地地区
だけのものではなく、全市レベルでご意見をいただきながら検討を進めて参りたいと思
います。 

 
 世界がまだ見ぬボールパークができることによって北広島市は世界に発信するようなまちに

なり、北広島駅の周辺の充実が求められると思います。若い世代は SNS 等を通じて世界と
繋がっており、これからのまちづくりにおいて 10 代、20 代の若者の意見をもっと取り入れ
ていただきたいと思います。 
➡ 多くの人を受け入れるまちに変化しようとする一方で、お住まいになっている方々への

ケアのバランスをどうとっていくかということに関して、スピード感と財政面において
丁寧かつ大胆に進める必要があると思っております。今回の説明会においても計画自体
への反対ではなく、この計画を進める上で、そういった視点を持ってほしいという多数
のご意見や雰囲気、パブリックコメント等でも伝わってきておりますので、それらを踏
まえた上でしっかりと成功させていきたいと思っております。 
 

 現状の北広島駅にはあまりになにもなさすぎますので、JR 北海道側で駅舎を大きくしたり
するなどの考えはないのでしょうか。 
➡ 建物自体は一つの建物ですが、改札を超えた自動ドアまでが駅舎で、ドーム型の天井の

場所は市所有のエルフィンパークであり、道路扱いとなっております。今後、このエリ
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アの一体的な利用、人の滞留場としての活用に向けて、JR 北海道とまさに協議を行っ
ているところであります。 

 
 活性化計画（案）が決定するのはいつ頃でしょうか。また、一体的な整備に向けて提案を受

けてから決めて間に合うものなのかスケジュール感を教えてください。 
➡ 活性化計画の決定時期につきましては、いただいたパブリックコメント等の意見を踏ま

えて、庁内で協議を行い年度内に策定する考えであります。また、今後のスケジュール
につきましては、業者選定に向けた細かな条件の整理やまちづくりに関する有識者を入
れたプロポーザル実施のための委員会の設置等を検討し、現時点では秋頃に業者選定を
行うスケジュールとなっております。また、駅前ロータリーの整備については 2023 年
の開業までの完成を目指しておりますが、計画自体は 10 年間の計画時間を考えており
ます。駅前ロータリー部分については時間軸としてはゆとりあるものではないと認識し
ておりますので、そういった状況も踏まえた上で、事業者の方々からは提案をいただき
たいと考えております。その他のエリアや一体的な整備については、地権者様とも協議
をしながら計画を推進して参ります。 

 
 シャトルバスの発着場について、現状のロータリー面積内での設置を考えているのでしょう

か。また、北広島駅周辺には、くつろいで話す場所もないので、日中、市内に居る方々が集
まれるカフェ等の場所もつくってほしいと思います。 
➡ シャトルバスの発着場については、駅前ロータリー前には駅前西口公園もありますの

で、この場所の活用も含めたエリアのあり方を考えて参ります。また、駅前エリアにつ
いては、商業地域となっており、建設するにあたっての自由度は高いが、行政主導では
限界があるため、今回のボールパークを契機に民間の力を最大限に活かして行っていく
考えであります。ただ、需要と供給のバランスの見極めが重要であり、地域の方々に一
定程度の利用で支えてもらう心構えを持っていただいた上で、採算性を図りながら持続
可能なものを作っていく必要があると考えております。 

 
 現在の用途地域は昭和に作られたものでありますので、10 年、20 年先のまちづくりを見据

えて建蔽率、容積率の見直しを行ってはいかがでしょうか。団地地区内は 100 坪あたりで土
地が売られているので、そういったことが変われば若者も購入しやすく定住に繋がるのでは
ないでしょうか。 
➡ 住居系の用途地域は昔と比べ、ニーズも多様化してきておりますので、建蔽率、容積率

の変更も視野に入れて、審議会や地域の方の意見も含めて今後検討して参りたいと思い
ます。 


